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1. はじめに 

水の中にある物体を見つける技術として、音

響、光学、磁気に次ぎ水中電界技術が研究され、

高感度のセンサが開発されている。水中電界は

水中にある主として金属表面から漏洩する電

流が発生源であり、金属の腐食防止のために測

定されることがある。音や光、方位磁針によっ

て可視化できる磁気と相違して感覚的にとら

えることが難しい水中電界の検出を簡易な方

法で展示したので報告する。 

2. 理 論 

一様な電気伝導率σの媒質中にある金属球

（電極）を考える。電流Ｉが電極より流れ出る

とすると、中心より r の位置での電位φ(r) は

ラプラスの方程式 △φ(r)=0 によって表され

る。等方性より rのみの関数となり方程式及び

一般解は(1), (2) となる。nは整数。 

 

 

境界条件から A=0, n=0 

それぞれ半径 a, bの球電極があり電流Ｉが

一方から他方へ流れるとすると電流は(3), (4) 

で表される。 

この２電極から r1,r2 の位置での電位は(5)で表

される。 

 

 

3. 展示実験及び結果 

Figure 1 の構成により海上（駿河湾内）で展

示実験を行い Figure2 のとおり計算結果と一

致する測定結果が得られた。 

Figure 1. Configuration of electric field sensing 

Figure2. Measured & calculated electric field vs 
distance 
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